























ついて検討,報 告 されて きた。これまで下顎片側









ことが求め られ る。そのためには,機 能時におけ
る義歯の動揺を最小 にし,機能圧 を支台歯 と顎堤
に対 して適正に配分する必要がある。特に遊離端
義歯においては,機 能時に義歯床の動揺を生 じや
すいため,設 計や処置において充分 な配慮 を要す
















　 3.測 定 方 法
　 1)荷重点
　下顎第二小 臼歯の遠心面か ら12mm遠心の位






















12%金銀パ ラジウム合金 により製作 し,仮着用
セメン ト(テ ンポラリーセメ ントハー ド,松 風)
で仮着 して実験に供 した。第一,第 二小臼歯舌側,
第二小臼歯遠心 には各支台装置 に合 わせてテー
パー2°のガイ ドプレーンを付与 した。 浅井21)ら
の方法に準 じ,人工歯には疑似歯根膜を設置,欠
損部顎堤には疑似粘膜を設置 した。これ らの材料
として軟性裏装材(ジ ーシーリライン　 ウル トラ











レス ト,第二小 臼歯 に直接支台装置 と してRPI
クラスプを設置 した。第一,第 二小臼歯に設置 し



































　 1.変 位 方 向
　 1)実験用義歯1(図5-a)
　頬側荷重では,遠 心頬側方向へ変位 した。歯槽



















報告 したが,義 歯床 を除外 した設定であるため粘
食物が人工歯咬合面の頬舌的に偏った位置に介在
した場合の支台歯の挙動 を計測 した。
　 2.支 台歯の変位方向 と変位量について
　 1)変位方向





義歯がレス トを支点 として回転 し支台歯が遠心方
向に傾斜す ると報告 されている28～30)。本研究での
結果はこれ らに一致 しており,エーカースクラス

































プ,RPIクラスプ,双 子鉤 を用いた片側性 設計
を想定 した実験用義歯 を製作 した。すなわち,実
験用義歯1で は第一小 臼歯に近心 レス トのエー
カースクラスプ,第 二小臼歯に遠心レス トのエー
カースクラスプ,実 験用義歯2で は第二小臼歯に
RPIクラスプ,第 一小 臼歯に近心 レス ト,実験








響 を受けずに変位する環境 を設定す るため厚 さを
0.7mmとした。また顎堤粘膜 も部位により厚み
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子鉤の優位性 を示 している。把持作用,二 次固定
効果の違いによって荷重による義歯の動揺の程度
が異 なり,こ れ が支台歯の変位量 における差 と
なったものと考えられた。また,実 験用義歯2の
歯槽頂荷重で,他 の条件に比較 してSD値 が大 き
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